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岩見沢地方高等職業訓練校で岩見沢地方高等職業訓練校で
スキルアップスキルアップ
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対象 事業所に所属する従業員でスキルアップを目指す方

募集学科
（令和６年度から
全科２年制に変更予定）

◦木造建築科
◦建築塗装科
◦配管科
◦建築設計科

◦左官・タイル施工科
◦建築板金科
◦鉄筋コンクリート施工科
◦とび科

令和６年度の訓練期間 令和６年４月 5日から令和７年３月 27日までのうち、78日間
※ 78日間のうち 54日間を 1月から 3月に実施します。

訓練時間 午前８時 50分から午後４時 30分

場所 岩見沢地方高等職業訓練校（岩見沢市職業訓練センター）

定員 各科 16人

費用
訓練生１人につき月額 1,500 円
※�８割以上の訓練出席などの要件を満たすことで、国や市から助成金が支給される
制度があります。

申込・問合先 11月 1日㈬から２月 15日㈭までに岩見沢地方職業訓練協会事務局（東町２-1）へ
☎ 23-8340

岩見沢地方高等職業訓練校 訓練科目
◦木造建築科　　◦左官・タイル施工科
◦建築塗装科　　◦建築板金科
◦配管科　　　　◦鉄筋コンクリート施工科
◦建築設計科　　◦とび科

訓練科目数道内1位！

93 人

25人

岩見沢地方
高等職業訓練校

他の道内の認定
職業訓練施設（17施設）

令和 5 年度 受講生の人数
令和５年度の土木・建築分野の
受講生、全道合計118人のうち、
約 20％の 25 人が岩見沢地方
高等職業訓練校の受講生です

岩見沢地方高等職業訓練校
令和6年度入校の受講生募集

　７月 29日㈯、岩見沢市技能協会主催の技能まつりが
開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、朝からたくさんの方が子ども
と一緒に訪れ、約 150 人が参加しました。
　会場内では、職人の手を借りて子どもたちが手形や
表札、コースター、本立て、水鉄砲などのものづくり
を体験しました。会場の外では、職人と共に作った水
鉄砲などで遊ぶ様子が見られました。

岩見沢地方高等職業訓練校ではイベントも！
　岩見沢地方高等職業訓練校（岩見沢市職業訓練センター）は、技
能士の国家資格取得を目指し、働く上で必要な知識と技術を習得す
る認定職業訓練校です。昭和 56年から、土木・建築業者の従業員
が仕事と両立しながら訓練を行い、技能の向上に取り組んでおり、
従業員の社会的な評価の向上や事業の発展に貢献しています。
　訓練科目数、土木・建築分野の受講者数道内No.1 の岩見沢地方
高等職業訓練校で、技能の向上を目指しませんか。
問合先　商工労政課　☎ 35-4519


